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令和２年度  理科 

   

 
教  科 理科 科目 物理 単位数 ４単位 年次 ３年次 

 
使用教科書 物理（第一学習社） 

 
副教材など セミナー物理基礎＋物理（第一学習社） 

           

１ 担当者からのメッセージ（学習方法など） 
      

 

・授業は予習をして臨む。どのような物理現象や内容、理論を学ぶのかを知り、自分で理論の導出や展開を考えてみる。

疑問点やわからないことを意識して授業を受け、随時質問をするのがよい。 

・問題集の問題解答をすること。問題集用のノートが必要。図、式などを書くなど、自分の思考過程、試行錯誤を記して

いくとよい。 

・理論にはより本質的なものから現象論的なものまであることがわかること。理論はどのような実験によって確立したか

をわかること。 

・普段から自然現象、身の回りの事象に興味をもち、論理的に考察する姿勢をもっていること。疑問点を思考することが好きで

あるとよい。いろいろな物理、科学の本を楽しみながら読むとよい。物理の言葉である数学もよく勉強すること。 

・授業では、単元の節目ごとの小テストを実施。定期的な問題集ノート提出で家庭学習状況を見る。 

           
２ 学習の到達目標 

        

 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に探究する方法、能力と態度を育てる。 

また、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観、考え方を育成する。 

           

３ 学習評価（評価基準と評価方法） 
       

 
観
点 

ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：観察・実験の技能 ｄ：知識・理解 

 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関心

をもち，意欲的にそれら

を探究しようとするとと

もに，科学的態度を身に

付けている。 

自然の事物・現象の中に問

題を見出し，探究する過程

を通して，事物を科学的に

考察し，導き出した考えを

的確に表現している。 

観察，実験を行い，基本操作

を習得するとともにそれら

の過程や結果を的確に記録，

整理し，自然の事物・現象を

科学的に探究する技能を身

に付けている。 

自然の事物・現象について，

基本的な概念や原理・法則を

理解し，知識を身に付けてい

る。 

 

 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

問題集の取り組み 

ノートの記述 

小テスト 

学習状況の観察 

問題集の取り組み 

ノートの記述 

探究活動の記録と発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

実験・レポートの記述 

ノートの記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

問題集の取り組み 

ノートの記述 

小テスト 

定期考査の結果 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それ

ぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

           



学習の活動 

学

期 

単

元

名 

学習内容 

おもな評価 

の観点 単元(題材)の評価基準 評価方法 

ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

電

気 

と 

磁

気 

 

電場 

 

電位 

コンデンサー 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

ａ．・静電気力，電場，電気力線の性質について意欲的に考えようとす

る。 ・電場や電位の概念、関係，等電位面と電気力線の関係，静電誘

導，誘電分極の現象などを自ら進んで理解しようとする。 ・コンデン

サーの原理や，電気容量、静電エネルギーなどについて考えようとする。 

ｂ．・クーロン力を定量的に考える。 ・ガウスの法則を考える。 

・電場と電位の関係を定量的に考える。 ・コンデンサーにたくわえら 

れる電荷と，極板面積，極板間距離との関係を考える。 ・コンデンサ

ーの極板間の電場や電圧など，誘電体による変化を考える。 

ｃ．・箔検電器で電荷分布を考える。 ・バンデグラフで電気力線を考え

る。 ・直流電源装置，導体紙を用いて，等電位線を作図する。 ・大

容量コンデンサーで充放電を見る。 

ｄ．・電場、電位、コンデンサーの諸問題を計算する。 

 

 

学習状況、 

問題集 

実験レポート 

ノート記述 

小テスト 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電流と抵抗 

直流回路 

半導体 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

ａ．・電流、直流回路について考えようとする。 ・半導体と電子の運動に

ついて考えようとする。 

ｂ．・自由電子の運動と抵抗、オームの法則導出を理解考察する。 

  ・キルヒホッフの法則を理解する。 ・電流電圧計の原理を理解する。 

ｃ．・非線形抵抗、半導体を流れる電流の様子を観察する。 

ｄ．・さまざまな回路において，キルヒホッフの第1，2法則を適 

用する。 ・ホイートストンブリッジ、電位差計、非直線抵抗やコンデ

ンサーを含む回路について理解、計算する。 

・ダイオードやトランジスタのしくみについて理解する。 

２

学

期 

電

気

と

磁

気 

 

 

 

 

 

 

 

磁場 

電流が磁場から

受ける力・ロー

レンツ力 

電磁誘導 

交流 

電磁波 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

ａ．・磁場、磁力線、磁束、電流による磁場、電流と磁場との力について調 

べ、考えようとする。 ・電磁誘導、交流、電磁波に関心をもち、その 

学習に意欲的に考えようとする。 

ｂ．・電流に因る磁場、右ねじの法則、フレミングの左手の法則を理解する。 

・ファラデーの電磁誘導の法則を理解し、いろいろな電磁誘導現象に法

則を適用する。 ・交流の発生、回路素子による電圧と電流の関係を考

える。・電磁波の性質、利用を考える。 

ｃ．・電流による磁場を観察する。 ・放電管でローレンツ力を見る。 

・いろいろな電磁誘導現象を観察する。 

ｄ．・磁場と電流、電流間の力を計算する。 ・ローレンツ力による荷電粒 

子の運動を理解計算する。 ・電磁誘導、交流の計算そする。 



原

子 

 

電子 

光の粒子性 

Ｘ線 

粒子の波動性 

原子構造 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

ａ．・電子、電気素量の発見の科学史に関心をもつ。・光電効果、X線、ｺﾝﾌﾟ

ﾄﾝ効果を知り、科学史的意味を考えようとする。・原子構造、核ｴﾈﾙｷﾞｰを

理解しようとする。 

ｂ．・ミリカン実験の理論を考える。・ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ関係式で光電効果を理解す

る。・x線発生機構を理解する。 ・ボーアの原子模型を理解する。 ・

放射線、崩壊型を知り、結合エネルギーを考える。 

ｃ．・クルックス管を見る。 ・光電効果を見る。 ・ｶﾞｲｶﾞｰｶｳﾝﾀｰを観察。 

ｄ．・光電効果の計算、x線波長、物質波の計算をする。 ・半減期、核ｴﾈﾙ

ｷﾞｰを計算する。 

学習状況、 

問題集 

実験レポート 

ノート記述 

小テスト 

定期考査 

 

 

 

原子核と放射線 

核反応とエネル

ギー 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ○ 

○ 

ａ．・電子、電気素量の発見の科学史に関心をもつ。・光電効果、X線、ｺﾝﾌﾟ

ﾄﾝ効果を知り、科学史的意味を考えようとする。・原子構造、核ｴﾈﾙｷﾞｰを

理解しようとする。 

ｂ．・ミリカン実験の理論を考える。・ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ関係式で光電効果を理解す 

る。・x線発生機構を理解する。 ・ボーアの原子模型を理解する。 

 ・放射線、崩壊型を知り、結合エネルギーを考える。 

ｃ．・クルックス管を見る。 ・光電効果を見る。 ・ｶﾞｲｶﾞｰｶｳﾝﾀｰを観察。 

ｄ．・光電効果の計算、x線波長、物質波の計算をする。 ・半減期、核ｴﾈﾙ

ｷﾞｰを計算する。 

 

 

 

 

３

学

期 

 物理学が築く未

来 

○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

・量子コンピュータの基本的な性質を学習し，物理学と現代の科学技術との結びつき

を理解する。 

a.量子コンピュータの特徴を学習し，通常のコンピュータとの違いに関心をもつ。 

b. 通常のコンピュータと量子コンピュータの演算方法の違いを把握する。 

c. 書籍やインターネットを利用して，量子コンピュータによって解決が期待される

問題を調べる。 

d. 量子コンピュータが開発されるまでの課題と，それを利用した際のメリットを理

解する。 

総合演習問題に取り組む 

 

学習状況、 

問題集 

ノート記述 

小テスト 

 

＊ 表中の観点について      a：関心・意欲・態度    b：思考・判断・表現 

                c：観察・実験の技能    d：知識・理解 

＊ 原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の各項目 

において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 


